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申請の概要 

 

静脈内鎮静中の呼吸モニターとして鼻腔カニューレによるカプノモニターが使用されている。しかし胸の挙がりを視覚的にモニタリン

グする場合と比べて鼻腔カニューレによるカプノモニターが有用であるとの報告はまだない。そこで、本研究は視覚的なモニタリングと比

較して鼻腔カニューレによるカプノモニターが静脈内鎮静中の低酸素血症を予防できるかどうか調査する事を目的とする。本研究により

鼻腔カニューレによるカプノモニターの有用性が明らかになれば、静脈内鎮静における患者の安全性向上につながると期待される。 

 

 

 

 

 


